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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタリック効果顔料フレーク、架橋性成分、架橋成分、少なくとも１つのジウレア化合
物および少なくとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含むメタリックベースコート組成物。
【請求項２】
　ａ）プライマー組成物の層を基材に塗布する工程と、
　ｃ）メタリックベースコート組成物の層を前記基材に塗布する工程と、
　ｅ）クリアコート組成物の層を前記メタリックベースコート組成物上にウェット－オン
－ウェット塗布する工程と、
　ｆ）乾燥し、硬化したコートされた基材を提供するために前記基材および塗布層を６０
℃～２００℃の範囲の温度で６０秒～６０分間加熱する工程と
を含む請求項１に記載のメタリックベースコート組成物の使用方法であって、
　前記メタリックベースコート組成物が、メタリック効果顔料フレーク、架橋性成分、架
橋成分、少なくとも１つのジウレア、および少なくとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含む方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コーティング組成物および自動車車体またはその部品上への多層コーティン
グフィルムの塗布方法に関する。特に、本発明は、プライマー、ベースコート、およびク
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リアコート層のウェット層を同時にベークすることによる多層コーティングフィルムの形
成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車用の従来のコーティングシステムは典型的には、基材に塗布された多数のコーテ
ィング層を含む。例えば、基材は典型的には、防錆リン酸塩層、引き続き追加の防食のた
めの陰極エレクトロコートプライマーの塗布で処理される。プライマーサーフェーサー（
あるいはまた「耐チップ性プライマー」、「プライマー」、または「プライマーフィラー
」として知られる）が、トップコーティング用に表面を平滑にするために、そしてまた通
常の運転過程の間、耐石チップ性をコーティングシステムに与えるために次に使用され、
それにトップコートシステムが続く。トップコートシステムは単一の着色コートであり得
るが、さらに多くの場合にそれは、ソリッドカラーおよび／またはフレーク顔料を有する
塗布ベースコート、引き続き車両上の仕上げの魅力的な美的品質を保護しそして保つため
に機能する透明な塗布保護クリアコートである。
【０００３】
　ベースコートおよびクリアコート組成物は、硬化し乾燥したプライマーの層に「ウェッ
ト－オン－ウェット」塗布として通常は塗布される。クリアコートが塗布される前に溶剤
の一部をベースコートから除去することは任意であり得る。ベースコートおよびクリアコ
ート層はその後同時にベークされて乾燥し硬化した仕上げを形成する。硬化プライマーは
、トップコートを塗布するための平滑面を提供するためのみならず、界面ブリーディング
または被覆ベースコートとの混合を防ぐためにも、そして全体トップコート仕上げの外観
を損なわないようにするためにも使用されてきた。「ストライク－イン」抵抗と呼ばれる
こともある、混合への抵抗は、自動車およびトラックで人気がある魅力的なメタリック仕
上げの外観にとって特に重要である。プライマーサーフェーサー上への塗布後のメタリッ
クベースコートでのメタリック顔料フレーク配向のいかなる乱れも、仕上げのメタリック
効果を損なうであろう。
【０００４】
　基材に塗布された塗料がメタリック効果顔料を含有する場合、乾燥し硬化した塗料のフ
ロップインデックスは品質の重要な尺度である。メタリック効果顔料がフロップを最大限
にするために下にある表面に平行に配向することが重要である。一般に、ベースコートは
、下にある表面に平行なメタリックフレークの配向を容易にするのを助ける２つの薄い層
で塗布される。メタリックフレークの大半が下にある表面に平行に配向しているときに、
フロップ、または視角での輝度変化は最大にされ、極めて望ましい効果をもたらす。２つ
の薄い層を塗布するために、自動車塗装施設は典型的には、直続きに配置された一連の２
つの別個のスプレーステーションを用いる。各スプレーステーションは幾つかのスプレー
ガンを用いることがあるので、ベースコートスプレーブースのための資本投資はかなりの
ものとなり得る。
【０００５】
　塗装ブースおよびベーキングオーブンの運転から発生するＶＯＣ（揮発性有機化合物）
排出量およびＣＯ2（二酸化炭素）排出量を低減することによって自動車組立工場の環境
負荷を低減することは望ましいことであり得る。塗料中のより低い溶剤含有率の使用およ
び３層湿式塗装システムの開発は、プライマーサーフェーサー、ベースコートおよびクリ
アコートを、それらが単一ベークで一度に硬化させられる前に「ウェット－オン－ウェッ
ト－オン－ウェット」で連続的に塗布することを可能にする。かかる簡略化「３－ウェッ
ト」塗布方法により、別個のプライマーオーブンをなくすことが可能である。しかしなが
ら、本方法は問題がないわけではない。例えば、耐チップ性などのフィルム特性だけでな
く、界面ブリーディングおよび美的外観が依然として重大な懸念である。
【０００６】
　前述の問題に取り組むための試みは、プライマーコーティング材料の調合を修正するこ
とによって行われてきた。例えば、Ｗａｔａｎａｂｅらの米国特許第６，８６３，９２９
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号明細書は、３層湿式塗装方法（「３－ウェット」または「３－コート－１－ベーク」方
法とも呼ばれる）を用いる多層自動車コーティングフィルムの形成方法を記載している。
【０００７】
　しかしながら、ミクロ粒子の使用は混合を可能にし得るし、平滑さ、光沢、正面輝度、
および／またはメタリック効果の損失などの美的外観に欠陥をもたらす。ドア、フェンダ
ー、ロッカー・パネルなどのような、特に垂直パネル上での、これらのコーティングの垂
れ下りが問題であり得る。フィルムの薄化は、下にある腐食保護電着塗装プライマー層を
過度のＵＶ光透過および劣化にさらすかもしれない。薄いフィルムまたは薄いフィルム領
域はまた、全体仕上げの機械的特性および外観にとっても不適切である。
【０００８】
　プライマーサーフェーサー、ベースコート、およびクリアコート層を、層のいずれかが
完全に乾燥してしまう前に基材に塗布することは望ましいことであり得る。商業的に実用
的なコーティングを得るために、かかる方法においてプライマーサーフェーサーとベース
コートとクリアコート層との混合を防ぐ必要性がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様では、本発明は、架橋性成分、架橋成分、少なくとも１つのジウレアおよび少な
くとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含むコーティング組成物である。
【００１０】
　別の態様では、本発明は、
　ａ）プライマー組成物の層を基材に塗布する工程と、
　ｂ）場合により、溶剤の一部を除去するためにプライマー組成物の層をフラッシュする
工程と、
　ｃ）ベースコート組成物の層を前記基材に塗布する工程と、
　ｄ）場合により、溶剤の一部を除去するためにベースコート組成物の層をフラッシュす
る工程と、
　ｅ）クリアコート組成物の層を前記ベースコート組成物上にウェット－オン－ウェット
塗布する工程と、
　ｆ）実質的に乾燥し、硬化したコートされた基材を提供するために基材および塗布層を
６０℃～約２００℃の範囲の温度で６０秒～６０分間加熱する工程と
を含む方法であって、
　前記ベースコート組成物が架橋性成分、架橋成分、少なくとも１つのジウレア、および
少なくとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含む方法である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示では、多数の用語および省略形が用いられる。以下の定義が提供される。
【００１２】
　「ウェット－オン－ウェット」は、ベースコート層およびクリアコート層がベースコー
ト層とクリアコート層との間に硬化工程なしに硬化プライマー層に引き続いて塗布される
ことを意味する。
【００１３】
　本明細書で「３－ウェット」、および「３－コート－１－ベーク」と同じ意味でまた用
いられる「ウェット－オン－ウェット－オン－ウェット」は、プライマー層、ベースコー
ト層、およびクリアコート層が各層の間に硬化工程なしで引き続いて塗布されることを意
味する。
【００１４】
　コーティング組成物に関して「実質的に乾燥した」は、コーティング組成物が、組成物
の総重量を基準として、１重量パーセント未満、好ましくはゼロ重量パーセントの溶剤を
含有することを意味するものとする。
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【００１５】
　「高固形分組成物」は、組成物の総重量を基準とした重量百分率で、少なくとも４０パ
ーセントの、好ましくは４０～９０パーセントの範囲での総固形分含有率を塗布の時点で
有する液体コーティング組成物を意味する。
【００１６】
　「総固形分」は、成分の一部は室温で固形分よりむしろ非揮発性液体であるかもしれな
いが、組成物中の非揮発性成分の総量に関する。
【００１７】
　本開示では、用語「バインダー」または「バインダー固形分」は、フィルム形成ポリマ
ー、架橋剤、および全ての他の任意のフィルム形成成分に関する。バインダーには一般に
、硬化組成物の固体有機部分に寄与するフィルム形成成分が全て含まれる。一般に、触媒
、顔料、および本明細書で以下に記載される安定剤などの非ポリマー化学添加剤は、バイ
ンダー固形分の一部とは見なされない。顔料以外の非バインダー固形分は通常、合計して
組成物の約５超～１５重量％に達しない。
【００１８】
　「アクリレート」は、本明細書で用いるところでは、一般に、メタクリレートならびに
他のアクリレートを示すが、ただし、アクリレートまたはメタクリレートのいずれかへの
具体的な言及が必要である場合、それは当業者に明らかであろう。
【００１９】
　「アクリルポリオール」は、５０重量パーセント超のアクリレートモノマーを含有する
モノマー混合物から生成されるポリマーを意味し、このポリマーは、１分子当たり平均し
て１．０個より多いヒドロキシル基を有する。
【００２０】
　「ポリエステル－延長アクリレート」モノマーは、式：
【化１】

　（式中、各Ｘは独立して、基Ｃ（Ｏ）ＯおよびＯＣ（Ｏ）から選択され、ＲはＨまたは
ＣＨ3であり、Ｒ1は、アルキル、アリール、アルキル芳香族、または芳香族アルキルであ
り、Ｒ2は、ヒドロキシ末端のアルキル、アリール、アルキル芳香族、または芳香族アル
キルであり、ｎは１～２０の範囲の整数である）
のモノマーを意味する。好ましくは、ポリエステル－延長アクリルモノマーは２－ヒドロ
キシエチルアクリレートまたは２－ヒドロキシエチルメタクリレートとカプロラクトンと
の反応生成物である。かかる一生成物は、ＴＯＮＥ　Ｍ－１００（登録商標）としてＤｏ
ｗ　Ｃａｒｂｉｄｅから商業的に入手可能である。
【００２１】
　「ポリエステル－延長ポリマー」は、ポリマー鎖当たり平均して少なくとも１つのポリ
エステル－延長モノマーを有するポリマーを意味する。
【００２２】
　本明細書で用いるところでは、用語「基材」は、金属、木材、樹脂、アスファルト、ま
たは任意の他の表面などの、任意の表面を意味する。基材は、電着プライマー、プライマ
ー、プライマー／シーラー、または顔料入りコーティングなどの、しかしそれらに限定さ
れない材料で予めコートされてもよい。
【００２３】
　「有機改質鉱物」または「鉱物ケイ酸塩」または「層状ケイ酸塩鉱物」は、アルカリ（
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土類）金属または遷移金属およびケイ酸塩部分を含む天然起源または人造鉱物を意味する
。
【００２４】
　層状ケイ酸塩は「処理」または「非処理」であることができる。処理層状ケイ酸塩は、
共有結合またはイオン結合する有機基を追加することによって表面を化学改質するための
プロセスを経たものである。好ましい一処理方法は、層状ケイ酸塩を第四級アミンと接触
させることである。非処理ケイ酸塩は、この表面改質をしていない。
【００２５】
　「フロップ」または「フロップインデックス」は、それが視角の範囲中を回転させられ
るときのメタリックカラーの反射率の変化に関する測定値である。
【００２６】
　「架橋性成分」は、架橋成分と反応して架橋網状構造を形成することができる官能基が
結合された成分を意味する。架橋性成分は、架橋成分と反応性である少なくとも１つの官
能基を有する、化合物、オリゴマー、ポリマー、またはそれらの組み合わせを含んでもよ
い。好ましくは、架橋性成分はアクリルポリオールを含む。架橋性成分中の官能基は、ヒ
ドロキシ、アミノ、ヒドロキシシラン、アルコシキシラン、エポキシ、カーバメート、カ
ルボキシ、酸無水物、またはそれらの組み合わせから選択することができる。好ましい官
能基はヒドロキシである。
【００２７】
　「架橋成分」は、架橋性成分上の官能基と反応して架橋網状構造を形成することができ
る成分を意味する。架橋成分は、メラミン、アミノ樹脂、ポリイソシアネート、ブロック
トポリイソシアネート、またはそれらの組み合わせからなる群から選択することができる
。
【００２８】
　本発明の特徴および利点は、以下の詳細な説明を読むことによって、当業者に、より容
易に理解されるであろう。明確にするために、別個の実施態様との関連で上におよび下に
記載される、本発明のある種の特徴はまた単一の実施態様の組み合わせで提供されてもよ
いことを理解されたい。逆に、簡潔にするために、単一の実施態様との関連で記載される
本発明の様々な特徴はまた、別個にまたは任意の副次的な組み合わせで提供されてもよい
。加えて、単数形での言及はまた、文脈が特に具体的に明記しない限り、複数形を含んで
もよい（例えば、単数形（「ａ」および「ａｎ」）は、１つ、または１つ以上を意味して
もよい）。
【００２９】
　本出願に明記される様々な範囲での数値の使用は、特に明記しない限り、あたかも記述
される範囲内の最小値および最大値の前に「約」という用語があるかのように近似値とし
て記述される。このように、記述される範囲の上下のわずかな変動は、範囲内の値と同じ
結果を実質的に達成するために用いることができる。また、これらの範囲の開示は、最小
値と最大値との間のあらゆる値を含む連続範囲として意図される。
【００３０】
　コーティング組成物でのチキソトロープ剤の使用は、塗布された未硬化のコーティング
層が基材の表面から流れるかまたは垂れ下がることなく基材へのコーティング組成物の層
の塗布を可能にすることを意図される。多くの化合物がコーティング組成物でのチキソト
ロープとして公知であり、使用されている。これらの物質の例は、架橋ポリマーミクロ粒
子、様々な粘土、シリカ、またはポリビニルアルコール、ポリ（メタ）アクリル酸、エチ
レン－無水マレイン酸コポリマー、もしくはポリビニルピロリドンポリマーなどのイオン
性もしくは会合性基を含有する合成ポリマーである。米国特許第６，６５２，９１５号明
細書は、シリカとウレアおよび／またはウレア誘導体との混合物を有するコーティング材
料を記載している。
【００３１】
　チキソトロープ剤の重要な特徴は、それらを使用して調製された塗料の粘度が流動履歴
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に依存することおよび／またはチキソトロープ剤が擬可塑性であること、すなわち、剪断
応力が増加するにつれて塗料の粘度が低下することである。粘度は、ベースライン粘度か
ら出発して、剪断応力を受けている間は低下し、そして剪断応力が止まって初めてその最
初の粘度に徐々に戻る。チキソトロープゲルは、例えば、（撹拌によってなど）機械的エ
ネルギーの入力によって液化し、エネルギー入力が止まって初めて徐々に再びゲル化する
。擬可塑性またはチキソトロープ特性は、塗料処理にとって有利である。一方、チキソト
ロープ剤は、それらを使用して製造された仕上げコーティングの視覚的および化学的特性
に悪影響を及ぼしてはならない。
【００３２】
　ジウレア化合物と層状ケイ酸塩鉱物との組み合わせは、未硬化コーティングの流れるま
たは垂れ下がる傾向の減少を示すコーティング組成物につながることが分かった。それは
また、非常に平滑な層を提供し、そしてメタリック効果顔料が存在する場合に、高度のフ
ロップを有する効果コーティングを生成するベースコート組成物を意外にも提供する。
【００３３】
　本開示のコーティング組成物は、架橋性成分、架橋成分、ジウレア化合物、および少な
くとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含む。本発明のコーティング組成物は好ましくは溶剤希
釈型である。ジウレア化合物は、０．１パーセント～３．０パーセントの範囲で、好まし
くは０．５パーセント～２．０パーセントの範囲で、最も好ましくは１．３パーセント～
１．８パーセントの範囲でコーティング組成物中に存在する。全ての百分率は、バインダ
ー固形分の総重量を基準とする重量百分率である。
【００３４】
　ジウレア化合物は、当業者に公知の様々な方法によって製造することができる。例えば
、好適なジウレアは、１当量のジイソシアネート化合物と２当量のモノアミンとを反応さ
せることによって得ることができる。そのように製造されるジウレアは、対称であること
が好ましい。
【００３５】
　使用することができるであろうモノアミンの例には、次のものが挙げられる：ベンジル
アミン、エチルアミン、ｎ－プロピルアミン、イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン，
イソブチルアミン、第三ブチルアミン、ペンチルアミン、ｎ－ヘキシルアミン、ｎ－オク
チルアミン、イソノナニルアミン、イソトリデシルアミン、ｎ－デシルアミンおよびステ
アリルアミン。エーテル基を含有する第一級および第二級アミンを使用することもまた可
能である。これらは、一般式：
【化２】

　（式中、Ｒ3は、１～２０個の炭素のアルキル基であり、Ｒ4は、２～４個の炭素のアル
キル基であり、ａは１または２である）
の物質である。
【００３６】
　ウレア誘導体を製造するのに好適なポリイソシアネートは、１分子当たり少なくとも２
個のイソシアネート基を含有する。ジイソシアネート、特にヘキサメチレンジイソシアネ
ートを使用することが好ましい。使用することができるポリイソシアネートの例には、次
のものが挙げられる：テトラメチレン１，４－ジイソシアネート、ヘキサメチレン１，６
－ジイソシアネート、オメガ，オメガ’－ジプロピルエーテルジイソシアネート、シクロ
ヘキシル１，４－ジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタン４，４’－ジイソシアネー
ト、１，５－ジメチル－２，４－ジ（イソシアナトメチル）ベンゼン、１，５－ジメチル
－２，４－ジ（イソシアナトエチル）ベンゼン、１，３，５－トリメチル－２，４－ジ（
イソシアナトメチル）ベンゼン、１，３，５－トリエチル－２，４－ジ（イソシアナトメ
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チル）ベンゼン、ヘキサメチレン１，６－ジイソシアネートのトリマー、イソホロンジイ
ソシアネート、ジシクロヘキシルジメチルメタン４，４’－ジイソシアネート、２，４－
トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネート、ジフェニルメタン４，
４’－ジイソシアネート。好適なポリイソシアネートおよびジイソシアネートのさらなる
例は、以下に記載されそして架橋剤として使用されるイソシアネートである。
【００３７】
　あるいはまた、好適なジウレアは、ジアミンと２当量のモノイソシアネートとの反応に
よって製造することができる。当業者は、好適なウレアを形成するのに適切な試薬を選択
することができるであろう。例えば、好ましい一ジウレアは、１，６－ヘキサメチレンジ
アミンと２当量のベンジルイソシアネートとの反応によって製造することができる。同じ
生成物はまた、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネートと２当量のベンジルアミンとの
反応によって製造することができる。
【００３８】
　層状ケイ酸塩は、全ての重量百分率がバインダー固形分の総重量を基準としている、０
．１０～３．０重量パーセント、好ましくは０．５～１．５重量パーセント、より好まし
くは０．６～１．０重量パーセントの範囲でコーティング組成物中に存在する。
【００３９】
　本コーティング組成物に有用である層状ケイ酸塩は、当業者に公知の層状ケイ酸塩を含
み、例えば、全てが層状構造の、ケイ酸アルミニウム－マグネシウム、ケイ酸ナトリウム
－マグネシウムおよびケイ酸ナトリウム－マグネシウム－リチウムである。かかる層状ケ
イ酸塩の例は、ベントナイト、スメクタイト、モンモリロナイトおよびヘクトライト型の
層状ケイ酸塩である。天然起源の層状ケイ酸塩が使用されてもよいが、合成で製造した層
状ケイ酸塩が好ましい。使用されてもよい、商業的に入手可能な層状ケイ酸塩の例は、Ｇ
ＡＲＡＭＩＴＥ（登録商標）製品（Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｇ
ｏｎｚａｌｅｓ，Ｔｅｘａｓ製）、ＯＰＴＩＧＥＬ（登録商標）製品（Ｓｕｅｄｃｈｅｍ
ｉｅ　Ｍｏｏｓｂｕｒｇ，Ｇｅｒｍａｎｙ製）、ＬＡＰＯＮＩＴＥ（登録商標）ＲＤ（Ｓ
ｏｌｖａｙ，Ｒｈｅｉｎｂｅｒｇ，Ｇｅｒｍａｎｙ製）またはＢＯＲＣＨＩＧＥＬ（登録
商標）層状ケイ酸塩（Ｂｏｒｃｈｅｒｓ，Ｍｏｎｈｅｉｍ，Ｇｅｒｍａｎｙ製）である。
【００４０】
　層状ケイ酸塩鉱物は処理または非処理であることができる。処理層状ケイ酸塩は、共有
結合またはイオン結合する有機基を追加することによって表面を化学改質するためのプロ
セスを経たものである。層状ケイ酸塩の一般的な一処理は、層状ケイ酸塩を１つ以上の第
四級アミン化合物と接触させることである。これらの製品の多くが商業的に入手可能であ
る。本発明において、好ましい層状ケイ酸塩鉱物は、少なくとも１つの第四級アミンで処
理されたケイ酸アルミニウム・マグネシウムである。
【００４１】
　ジウレアおよび層状ケイ酸塩鉱物の使用は、金属フレーク顔料および雲母フレーク効果
顔料を含有するコーティング組成物のフロップインデックスを高める。これらの材料はま
た、比較的厚いコーティングが基材表面に塗布されることを可能にする、高められたレオ
ロジー特性にも寄与する。これらの材料はまた、高いフロップインデックスをもたらす効
果顔料を調整するのを助け、非常に平滑な層が形成される。
【００４２】
　ソリッドカラー顔料のみを含有するコーティング組成物では、非常に平滑な層が形成さ
れる。平滑な塗料層は、多くのコーティング用途で極めて望ましい。ジウレアおよび層状
ケイ酸塩の添加は、現行の市販ベースコート組成物と比較してこの平滑なきめを促進する
のを助ける。
【００４３】
　本開示のコーティング組成物を使用すると、非常に高いフロップインデックスを依然と
して達成しながら、車両製造業者が従来の２つの薄いコートではなく単一の厚いコート（
１．５ミル以下）を塗布することを可能にすることができる。２つの比較的薄いコーティ
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ングではなく単一コーティングを塗布すると、半分量のベースコート塗装装置が必要とさ
れるにすぎないので、基材を塗装するコストを著しく削減することができる。
【００４４】
　本コーティング組成物はまた、フィルム形成バインダーを含有する。フィルム形成バイ
ンダーは、架橋性成分および架橋成分から構成される。架橋性成分は好ましくはアクリル
ポリオールである。他の好適な例には、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエポキシド、
アルキド樹脂、またはそれらの組み合わせが挙げられる。架橋性成分は好ましくは、平均
して、１分子当たり１．０超の、組成物の架橋成分と反応することができる官能基を含有
する。架橋性成分のための好適な官能基には、ヒドロキシ、アミノ、ヒドロキシシラン、
アルコシキシラン、エポキシ、カーバメート、カルボキシ、酸無水物、またはそれらの組
み合わせが含まれ得るが、それらに限定されない。好ましくは、架橋性成分は、ヒドロキ
シ官能基を有するアクリルポリマーである。
【００４５】
　架橋性成分としての使用に好ましい一アクリルポリマーは、アクリルポリオールの総重
量を基準として少なくとも４０重量パーセントの、少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８
以上アルキルアクリレートモノマーとＴＯＮＥ（登録商標）Ｍ－１００などの、ポリエス
テル延長アクリレートモノマーである第２モノマーとの組み合わせを含むアクリルポリオ
ールを含む。
【００４６】
　好適なＣ8以上アルキルアクリレートモノマーには、式：
【化３】

　（式中、ＲはＨまたはＣＨ3であり、Ｒ3は、８個以上の炭素を有する線状または分岐ア
ルキルである）のモノマーが含まれる。好ましくは、Ｒ3は１０個より多い炭素を有し、
より好ましくは、Ｒ3は１２個より多い炭素を有する。Ｒ3は、炭素原子の上限に関して特
に限定されない。しかしながら、３０個より多い炭素では、モノマーは、製造において取
り扱うのがより難しい固体である傾向があり、これらのモノマーを使用して製造されるポ
リマーのＴgは、好適なコーティングを製造するには低すぎる傾向がある。
【００４７】
　好適な線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーの例には、オクチルアク
リレート、オクチルメタクリレート、ノニルアクリレート、ノニルメタクリレート、デシ
ルアクリレート、デシルメタクリレート、ウンデシルアクリレート、ウンデシルメタクリ
レート、ドデシルアクリレート、ドデシルメタクリレート、イソデシルアクリレート、イ
ソデシルメタクリレート、イソトリデシルアクリレート、イソトリデシルメタクリレート
、トリデシルアクリレート、トリデシルメタクリレート、トリデシルアクリレート、トリ
デシルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、ステアリルア
クリレート、およびステアリルメタクリレートが挙げられる。それらの組み合わせもまた
有用である。
【００４８】
　好ましくは、Ｃ8以上アルキルアクリレートモノマーは、アクリルポリオール中のモノ
マーの１０重量パーセント～６０重量パーセントの範囲を占め、より好ましくは、Ｃ8以
上アルキルアクリレートモノマーは、アクリルポリオール中のモノマーの２６重量パーセ
ント～５５重量パーセントの範囲を占め、最も好ましくは、Ｃ８以上アルキルアクリレー
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トモノマーは、アクリルポリオール中のモノマーの３９重量パーセント～５０重量パーセ
ントの範囲を占める。
【００４９】
　好ましいアクリルポリオールが３－ウェット塗布方法のためのベースコートでフィルム
形成バインダーとして使用されるとき、ポリ（メタ）アクリレートコポリマーにとって好
ましい分子量は、約３，０００～約４５，０００である。３，０００より下の重量平均分
子量では、コーティングは幾らかのストライク－インを示し始めることが分かった。スト
ライク－インは、塗料の２つのウェット層の混合を意味する。分子量が４５，０００の分
子量を超えると、表面外観は悪化し始め、フロップ測定値は下がる。
【００５０】
　好ましくは、アクリルポリオールは、少なくとも４０重量パーセントの少なくとも１つ
の線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーと少なくとも１つのポリエステ
ル延長アクリレートモノマーとを含む。Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーはアクリ
ルポリオールの１０重量パーセント～６０重量パーセントの範囲を占めることができるの
で、１０重量パーセントのＣ８以上アルキルアクリレートモノマーを使用する場合、ポリ
エステル延長アクリレートモノマーは、少なくとも４０パーセントを達成するためにアク
リルポリオールの少なくとも３０重量パーセントを占めなければならない。アクリルポリ
オールの残りの部分は、架橋性官能基を全く有さないモノマーおよび／またはポリマーに
追加の架橋官能基を与えそして硬化コーティングの完全性を高めるための、アミノ基、カ
ーバメート、トリメトキシシランなどのアルコキシシラン、エポキシ、カルボキシ基、酸
無水物基、またはそれらの好適な組み合わせなどの架橋性官能基を有するモノマーをさら
に含んでもよい。官能基の数は、所望の最終特性に依存して、変わってもよい。これらの
官能基は、所望の基を含む官能性モノマーを重合プロセスに用いることによって、または
当業者に明らかであろうように、所望の追加の官能基を導入するためのアクリルポリオー
ルの後反応によって導入することができる。
【００５１】
　有用なアミン含有モノマーの例は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート、Ｎ－ｔ－ブチルアミノエチルメタクリレート
、Ｎ－ｔ－ブチルアミノエチルアクリレート、２－アミノエチルメタクリレート、２－ア
ミノエチルアクリレートである。
【００５２】
　有用なカーバメート含有モノマーの例には、脂肪族アルコールとイソシアネート含有ア
クリレートまたはメタクリレートとの付加体が挙げられる。カーバメート官能化アクリル
の製造方法は当該技術分野でよく知られており、例えば、欧州特許第０　５９４　１４２
　Ｂ１号明細書および欧州特許第０　７１９　７９５　Ｂ１号明細書に記載されており、
それらの開示は本明細書に参照により本明細書によって援用される。
【００５３】
　かかる官能性モノマーの例は、シラン含有モノマー、特に、ガンマ－アクリルオキシプ
ロピルトリメトキシシラン、ガンマ－メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラン（Ｃ
ｒｏｍｐｔｏｎ製のＳＩＬＱＵＥＳＴ（登録商標）Ａ－１７４）、およびガンマ－メタク
リルオキシプロピルトリス（２－メトキシエトキシ）シランなどのアルコキシシランであ
る。
【００５４】
　有用なエポキシ含有モノマーの例は、グリシジルメタクリレートおよびグリシジルアク
リレートならびにエピクロロヒドリンと反応してエポキシ基含有モノマーを生み出すこと
ができるヒドロキシ基を有する任意のアクリルモノマーである。
【００５５】
　カルボキシまたは酸無水物含有モノマーの例は、アクリル酸、メタクリル酸、無水マレ
イン酸、およびフマル酸無水物である。
【００５６】
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　架橋性官能基を全く有さないモノマーの例には、メチルアクリレート、エチルアクリレ
ート、プロピルアクリレート、イソプロピルアクリレート、ブチルアクリレート、イソブ
チルアクリレート、ヘキシルアクリレート、シクロヘキシルアクリレート、プロピルアク
リレート、フェニルアクリレート、イソボルニルアクリレート、メチルメタクリレート、
エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、ヘキシルメ
タクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、プロピルメタクリレート、フェニルメタ
クリレート、イソボルニルメタクリレートなどのアルキルアクリレート；４－メチルスチ
レン、アルファ－メチルスチレンなどの、スチレンまたは置換スチレン；アクリロニトリ
ル、およびメタクリロニトリル、アクリルアミド、メタクリルアミド、またはそれらの組
み合わせが挙げられる。
【００５７】
　好ましい一アクリルポリオールは、スチレン、ブチルメタクリレート、ＴＯＮＥ　Ｍ－
１００（登録商標）、イソトリデシルメタクリレート、およびアクリル酸を含む。別の好
ましいアクリルポリオールは、スチレン、イソデシルメタクリレート、ＴＯＮＥ　Ｍ－１
００（登録商標）、イソトリデシルメタクリレート、およびアクリル酸を含む。
【００５８】
　アクリルポリオールを製造するために使用されるモノマーは、当業者に知られる方法を
用いて重合させることができる。好ましくは、アクリルポリオールは、モノマーが液体反
応媒体、フリーラジカル重合開始剤、場合によりカプロラクトン変性モノマー、場合によ
りカプロラクトン用の重合触媒、および場合により連鎖移動剤とブレンドされ、ポリマー
を形成するために７５℃～１６５℃に十分な時間、典型的には２～８時間加熱される溶液
重合法によって製造される。
【００５９】
　上記の架橋性成分に加えて、フィルム形成バインダーはまた、架橋剤を含む架橋成分を
含有する。本発明の組成物に使用される架橋剤は、アミノプラスト樹脂、メラミン、ポリ
イソシアネートもしくはブロックトポリイソシアネート樹脂またはそれらの混合物である
。メラミンホルムアルデヒド縮合物などのアミノプラスト樹脂が一般に好ましい。一般に
、アミノプラスト樹脂は、メラミン、ウレア、ベンゾグアナミン、または類似の化合物の
アルデヒド縮合生成物である。通常、用いられるアルデヒドはホルムアルデヒドであるが
、有用な生成物は、アセトアルデヒド、クロトンアルデヒド、アクロレイン、ベンズアル
デヒド、フルフラールなどのような、他のアルデヒドから製造することができる。メラミ
ンまたはウレアの縮合生成物が最も一般的であり好ましいが、少なくとも１つのアミン基
が存在する他のアミンおよびアミドの生成物もまた用いることができる。
【００６０】
　アミノプラスト樹脂のうちで、部分または完全アルキル化されている低分子量のまたは
高分子量のメラミンホルムアルデヒド縮合物樹脂が一般に好ましい。これらの好ましい樹
脂は有機溶媒可溶性であり、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｗｅｓｔ　
Ｐａｔｔｅｒｓｏｎ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙから商品名ＣＹＭＥＬ（登録商標）で商業的
に入手可能である。好ましい一架橋剤は、約１～３の重合度を有するメチル化およびブチ
ル化またはイソブチル化メラミンホルムアルデヒド樹脂である。一般に、このメラミンホ
ルムアルデヒド樹脂は、約５０パーセントのブチル化基またはイソブチル化基と５０パー
セントのメチル化基とを含有する。特性の良好なバランスのための、別の好ましいメラミ
ンは、ＣＹＭＥＬ３０３（登録商標）として知られる完全メチル化樹脂である。
【００６１】
　上記のアミノプラスト架橋剤は、高められたフィルム特性のために通常のブロックトポ
リイソシアネート架橋剤のいずれかと置き換えるかまたは場合により組み合わせることが
できる。典型的なブロッキング剤は、アルコール、ケチミン、オキシム、ピラゾールなど
である。
【００６２】
　ウレアホルムアルデヒド、ベンゾグアナミンホルムアルデヒドおよびブロックトもしく
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は非ブロックトポリイソシアネートまたは前述の架橋剤のいずれかの相溶性混合物などの
、他の架橋剤もまた使用することができる。
【００６３】
　ポリイソシアネートの典型的な例は、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート、イソ
ホロンジイソシアネート、２，４－トルエンジイソシアネート、ジフェニルメタン－４，
４’－ジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタン－４，４’－ジイソシアネート、テト
ラメチルキシリデンジイソシアネートなどのような、１分子当たり２～４個のイソシアネ
ート基を有するイソシアネート化合物である。ポリイソシアネート縮合生成物もまた使用
することができる。イソシアヌレート、ビウレット、イミノオキザジアジン、および／ま
たはウレチジオン構造単位を有するポリイソシアネートは好適である。幾つかの例には、
Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａのＢａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ製のＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ－３３００（登録商標）およびＢａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎから商品名ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｚ－４４７０（登録商標）で入手可能であるイソ
ホロンジイソシアネートのイソシアヌレート（イソシアヌレート）などが挙げられる。
【００６４】
　前述の有機ポリイソシアネートのいずれかとポリオールとから形成されるポリイソシア
ネート官能性付加体もまた使用することができる。トリメチロールプロパンまたはエタン
のようなトリメチロールアルカンなどのポリオールを使用することができる。有用な一付
加体は、テトラメチルキシリデンジイソシアネートとトリメチロールプロパンとの反応生
成物であり、ＣＹＴＨＡＮＥ３１６０（登録商標）の商品名で入手可能である。本発明の
架橋性樹脂が外部コーティングに使用されるとき、脂肪族または脂環式イソシアネートの
使用が、耐候性および耐黄変性の観点から、芳香族イソシアネートの使用よりも好ましい
。本発明のシステムに使用することができる好適なブロックトイソシアネートの例は、Ｂ
ａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能である１，６－ヘキサメチレンジイソシ
アネートのピラゾールブロックトポリイソシアネートである。
【００６５】
　硬化時の組成物の架橋速度を上げるために、触媒を組成物に添加することができる。一
般に、バインダーの重量を基準として、約０．１～８重量パーセントの触媒が使用される
。ブロックト酸触媒がかかる触媒の典型的なものである。有用なブロックト酸触媒は、ア
ミノメチルプロパノールまたはジメチルオキサゾリンでブロックされた芳香族スルホン酸
である。典型的に有用な芳香族スルホン酸は、パラトルエンスルホン酸、ドデシルベンゼ
ンスルホン酸、デシルベンゼンスルホン酸である。好ましい一触媒は、アミノメチルプロ
パノールでブロックされたドデシルベンゼンスルホン酸である。
【００６６】
　本コーティング組成物は典型的には、石油ナフサまたはキシレンなどの、芳香族炭化水
素；メチルアミルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルエチルケトンまたはアセトン
などのケトン；酢酸ブチルまたは酢酸ヘキシルなどの、エステル；プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテートなどの、グリコールエーテルエステル；およびそれらの組
み合わせから選択される有機溶媒などの１つ以上の溶媒を含む。本コーティング組成物は
一般に、百分率が全てコーティング組成物の総重量を基準とする重量パーセント単位であ
る、１０パーセント～６０パーセント、好ましくは２０パーセント～５０パーセント、よ
り好ましくは３０パーセント～４０パーセントの範囲で前記溶媒を含む。
【００６７】
　本発明のコーティング組成物はまた、顔料、顔料分散剤、安定剤、レオロジー調整剤、
フロー剤、強化剤およびフィラーなどの、従来の添加剤を含有することができる。かかる
追加の添加剤の選択は、コーティング組成物の意図される用途に明らかに依存するであろ
う。前述の添加剤は、コーティング組成物の意図される用途に依存して、架橋性成分か架
橋成分かのどちらか、または両方に添加されてもよい。
【００６８】
　本コーティング組成物に使用することができる典型的な顔料は、タルク、陶土、バライ
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ト、炭酸塩、ケイ酸塩などのフィラー顔料と、二酸化チタン、酸化亜鉛および酸化鉄など
の金属酸化物ならびにカーボンブラックなどのカラー顔料と有機着色顔料および染料とで
ある。本組成物に添加することができる顔料としてまた有用であるものには、次のものが
含まれる：二酸化チタン、酸化亜鉛、様々な色の酸化鉄などの金属酸化物、カーボンブラ
ック；タルク、陶土、バライト、炭酸塩、ケイ酸塩などのフィラー顔料；およびキナクリ
ドン、銅フタロシアニン、ペリレン、アゾ顔料、インダンスロンブルー、カルバゾールバ
イオレットなどのカルバゾール、イソインドリノン、イソインドロン、チオインジゴレッ
ド、ベンゾイミダゾリノンなどの、多種多様な有機着色顔料；アルミニウムフレーク、雲
母フレーク、真珠光沢フレークなどのメタリックフレーク顔料、またはそれらの組み合わ
せ。生じたコーティング組成物は、約１：１００～１５０：１００の顔料対バインダー重
量比を有する。
【００６９】
　本組成物の屋外耐候性を向上させ、そしてコートされた基材を早期の劣化から守るため
に、本組成物は典型的には、バインダーの重量を基準として、約０．０１～２重量パーセ
ントの紫外線安定剤を含有し、その用語には、紫外線吸収剤、スクリーナーおよび消光剤
が含まれる。典型的な紫外線安定剤には、ベンゾフェノン類、トリアジン、トリアゾール
、ベンゾエート、ヒンダードアミンおよびそれらのブレンドが含まれる。
【００７０】
　本発明のコーティング組成物は、ベースコート／クリアコート・ウェット－オン－ウェ
ット法で、ベースコートとして使用することができる。この方法では、本発明のコーティ
ング組成物の層は、予めコートされたかまたは未コートの基材に吹き付け、静電気吹き付
け、ローラーコーティング、浸漬、または刷毛塗りによってベースコートとして塗布され
る。本コーティング組成物は場合により、溶剤の少なくとも一部を除去するためにフラッ
シュされる。場合により、ベースコート組成物の別の層が塗布され、それに任意のフラッ
シュ工程が続く。ベースコート組成物の層は次にクリアコート組成物の層で上塗りされる
。場合により、クリアコート層はフラッシュされる。場合により、クリアコートの２つ以
上の層がベースコートに塗布されてもよく、各塗布に任意のフラッシュ工程が続く。組み
合わせられたベースコート層とクリアコート層とは、塗布層を乾燥させ、硬化させるため
に約６０℃～２００℃に１０分間～６０分間加熱される。「乾燥させ、硬化させられる」
または「硬化させられる」とは、溶剤の大部分（５０パーセント超）が除去されてしまう
こと、かつ、架橋性および架橋成分が実質的に架橋させられることを意味するが、幾らか
の追加の架橋が硬化プロセス後に起こることがあることは理解される。
【００７１】
　好ましい実施態様では、本発明のコーティング組成物は、３－ウェット塗布方法に使用
される。この方法では、プライマー組成物の層が、予めコートされたまたは未コートの基
材に塗布され、それに任意のフラッシュ工程が続く。本発明コーティング組成物の層は、
プライマー組成物の層上にベースコートとして塗布される。塗布されたベースコートは場
合により、溶剤の少なくとも一部を除去するためにフラッシュされる。場合により、ベー
スコート組成物の多層をベースコートの第１層に塗布することができ、それぞれに場合に
よりフラッシュ工程が続く。クリアコート組成物の単層または多層が基材に塗布され、場
合により、溶剤の一部を除去するために層の間にフラッシングが続く。多重被覆基材の塗
布層は次に乾燥させ、硬化させられる。乾燥および硬化工程は、基材を６０℃～２００℃
の範囲の温度に１分間～６０分間加熱することによって行われる。
【００７２】
　ウェットプライマー組成物および被覆ベースコート組成物は十分なストライク－イン抵
抗を有することが重要である。３－ウェット法で、特に有用な３－ウェットプライマー組
成物は下に記載される。
【００７３】
　一有用な３－ウェットプライマー組成物は、架橋性成分および架橋成分を含み、ここで
、架橋性成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約４０～９５重量パ
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ーセントの、その全てまたは一部が環状ラクトンと反応させられた、約１～６５重量パー
セントのヒドロキシルおよび／またはカルボキシルモノマー含有率と約１０，０００～１
５０，０００の重量平均分子量とを有するポリエステル－延長分岐アクリルポリマーを含
み、そしてここで、架橋成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約５
～６０重量パーセントのアミノプラスト樹脂、ブロックトポリイソシアネート樹脂、また
はそれらの組み合わせを含む。
【００７４】
　別の有用な３－ウェットプライマー組成物は、架橋性成分および架橋成分を含み、ここ
で、架橋性成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約４０～９５重量
パーセントの、約１～６５重量パーセントのヒドロキシル、カルボキシル、および／また
は他の架橋性官能基モノマー含有率と約１０，０００～１５０，０００の重量平均分子量
とを有する分岐アクリルポリマーを含み、そしてここで、架橋成分は、架橋性成分および
架橋成分の総重量を基準として、約５～６０重量パーセントのアミノプラスト樹脂、ブロ
ックトポリイソシアネート樹脂、またはそれらの組み合わせを含む。
【００７５】
　別の有用な３－ウェットプライマー組成物は、架橋性成分および架橋成分を含み、ここ
で、架橋性成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約４０～９５重量
パーセントの、その全てまたは一部が環状ラクトンと反応させられた、約１～９０重量パ
ーセントのヒドロキシルおよび／またはカルボキシルモノマー含有率と約１０，０００～
１５０，０００の重量平均分子量とを有するポリエステル－延長線状アクリルポリマーを
含み、そしてここで、架橋成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約
５～６０重量パーセントのアミノプラスト樹脂、ブロックトポリイソシアネート樹脂、ま
たはそれらの組み合わせを含む。
【００７６】
　別の有用な３－ウェットプライマー組成物は、架橋性成分および架橋成分を含み、ここ
で、架橋性成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約４０～９５重量
パーセントの２つのアクリルポリマーを含むフィルム形成アクリルポリマーを含み、その
第１はポリエステル－延長分岐アクリルポリマーであり、その第２はポリエステル－延長
線状アクリルポリマーであり、これらのポリマーは約５：９５～９５：５の重量比で提供
され、そしてここで、架橋成分は、架橋性成分および架橋成分の総重量を基準として、約
５～６０重量パーセントのアミノプラスト樹脂、ブロックトポリイソシアネート樹脂、ま
たはそれらの組み合わせを含む。
【００７７】
　上述の３－ウェットプライマー調合物において、分岐アクリルポリマーは、高温重合法
によって形成される。この方法は、
　（ａ）（ｉ）少なくとも１つのモノアクリルモノマーと、
　　（ｉｉ）少なくとも１つのジアクリルまたはジメタクリルモノマーと、
　　（ｉｉｉ）モノメタクリルモノマーが全モノマー混合物の４０重量パーセント以下を
占めるという条件で、場合により少なくとも１つのモノメタクリルモノマーと、
　　（ｉｖ）少なくとも１つのフリーラジカル重合開始剤と、
　　（ｖ）場合により、少なくとも１つの溶媒と
の反応混合物を形成する工程、および
　（ｂ）反応混合物を、重合条件下に、少なくとも１３０℃の高められた反応温度に、分
岐アクリルポリマーが形成されるまで維持する工程
を含む。
【００７８】
　ポリエステル－延長分岐アクリルポリマーは、フリーラジカル開始重合中か重合後かの
どちらかに、またはそれらの組み合わせで、分岐アクリルポリマーを環状ラクトンかまた
は環状ラクトン延長モノマーで鎖延長することによって形成される。
【００７９】
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　３－ウェット塗布方法では、クリアコート組成物の選択は特に重要であるわけではなく
、商業的に入手可能なクリアコートのいずれが選択されてもよい。好ましいクリアコート
組成物は、全てＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能な、ＧＥＮ　Ｉ
Ｖ　ＥＳ（登録商標）クリアコート、ＩＭＲＯＮ（登録商標）クリアコート、ＣＨＲＯＭ
ＡＣＬＥＡＲ（登録商標）クリアコート、およびＣＨＲＯＭＡＰＲＥＭＩＥＲ（登録商標
）クリアコートである。
【００８０】
　好ましい基材は自動車車体、自動車下請供給業者によって製造され、塗装される任意の
および全ての品目、フレームレール、飲料本体、多目的乗用車車体（ｕｔｉｌｉｔｙ　ｂ
ｏｄｙ）、レディミックスコンクリート配送車両車体、廃棄物運搬車両車体、および消防
車および救急車車体を含むがそれらに限定されない、商用トラックおよびトラック車体、
ならびにかかるトラック車体の任意の潜在的な付属品または部品、バス、農場および建設
用機器、トラックキャップおよびカバー、商業トレーラー、消費者トレーラー、トレーラ
ーハウス、キャンピングカー、コンバージョンバン、バン、娯楽クラフトスノーモービル
、全地形万能車、個人用水上バイク、オートバイ、ボートを含むがそれらに限定されない
娯楽用車両、および航空機である。基材には、工業的および商業的新規構成物およびその
メンテナンス用品；セメントおよび木材床；オフィスビルおよび家などの、商業および居
住構造物の壁；遊園地設備；駐車場およびドライブウェイなどのコンクリート表面；アス
ファルトおよびコンクリート道路表面、木材基材、海洋面；橋、塔などの、屋外構造物；
コイルコーティング；鉄道車；プリント回路基板；機械；ＯＥＭツール；看板；ファイバ
ーガラス構造物；スポーツ用品；およびスポーツ用具がさらに含まれる。
【実施例】
【００８１】
　特に明記しない限り、全ての化学薬品は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｍｉｌｗ
ａｕｋｅｅ，ＷＩから入手可能である。
【００８２】
　Ｃｙｍｅｌ（登録商標）１１６８、完全にアルキル化された（５０％メチル、５０％イ
ソブチル）低分子量のメラミンホルムアルデヒド樹脂は、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉ
ｅｓ　Ｉｎｃ．，Ｗｅｓｔ　Ｐａｔｔｅｒｓｏｎ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙから入手可能で
ある。
【００８３】
　Ｔｉｎｕｖｉｎ（登録商標）０７９Ｌ（キシレン中４１％）は、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉ
ａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐ，Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋから
入手可能である。
【００８４】
　Ｎａｃｕｒｅ（登録商標）ＸＰ－２２１（芳香族スルホン酸）は、Ｋｉｎｇ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓ，Ｎｏｒｗａｌｋ，Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔから入手可能である。
【００８５】
　Ｇａｒａｍｉｔｅ（登録商標）２５７８（アクリルポリマー中７％）は、Ｓｏｕｔｈｅ
ｒｎ　Ｃｌａｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｇｏｎｚａｌｅｓ，Ｔｅｘａｓから入手可能である
。
【００８６】
　Ｓｉｌｂｅｒｌｉｎｅ　Ｔｕｆｆｌａｋｅ（登録商標）４６１５（アクリル樹脂中３３
％のアルミニウムペースト）は、Ｓｉｌｂｅｒｌｉｎｅ　ＭＦＧ　ＣＯ　ＩＮＣ，Ｔａｍ
ａｑｕａ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａから入手可能である。
【００８７】
　ＲＡＶＥＮ（登録商標）５０００　Ｕｌｔｒａ　ＩＩ　Ｂｅａｄｓは、Ｃｏｌｕｍｂｉ
ａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｍａｒｉｅｔｔａ，ＧＡから入手可能である。
【００８８】
　ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコートは、ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄ
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Ｅから入手可能である。
【００８９】
　Ｓｈｅｌｌｓｏｌ（登録商標）製品は、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　ＬＰ，Ｈｏ
ｕｓｔｏｎ，ＴＸから入手可能である。
【００９０】
　ＡＴＡ　ＴＣＲ２０４０Ａアルミニウムペーストは、Ｔｏｙａｌ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ｉ
ｎｃ．，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，ＩＬから入手可能である。
【００９１】
　以下の実施例で、省略形「ＮＶ」は非揮発分を意味し、理論値または実測値であること
ができる。
【００９２】
　ポリマーの分子量（数平均分子量および重量平均分子量の両方）は、Ｈｅｗｌｅｔｔ－
Ｐａｃｋａｒｄ，Ｐａｌｏ　Ａｌｔｏ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａによって供給される高速液
体クロマトグラフを用いるゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によって測定し、特に
明記しない限り、使用した液相はテトラヒドロフランであり、使用した標準はポリスチレ
ンである。
【００９３】
　「Ｔｇ」（ガラス転移温度）は、℃単位であり、示差走査熱量測定法によって測定する
かまたはフォックス（Ｆｏｘ）方程式に従って計算する。
【００９４】
　フロップ値は、１５°、４５°、および１１０°角度から各パネルの輝度特性を測定す
る、Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｉｎｃ．，Ｇｒａｎｄｖｉｌｌｅ，ＭＩから入手可能な、Ｘ－Ｒｉｔ
ｅ（登録商標）機によって測定された測定値から計算する。３つの読みの平均値を各角度
で取り、次式を用いてフロップを計算する。ここで、例えば、Ｌ１５は１５°角度で取ら
れた輝度測定値を表す。
　［（Ｌ１５－Ｌ１１０）*１０］／Ｌ４５
【００９５】
　ＣＦ数は、外観が自動車品質のものであったかどうか、すなわち、コーティングが自動
車仕上げの標準を満たす美的外観を有したかどうかの判定であり、ＢＹＫ　Ｇａｒｄｎｅ
ｒ製のＷａｖｅＳｃａｎ　ＤＯＩ機器で採取された測定値によって判定された。この機器
は、オレンジピールとして一般に知られる状態を示すより長い波長でだけでなく、「画像
の明確さ」、またはＤＯＩを定量化するのを助けるより低い波長でも仕上げの外観を測定
する。組み合わせて採取されたパラメーター（ＷａｖｅＳｃａｎ　ＣＦ読みによる）は、
車両仕上げの全体外観を定量化するために用いることができる。水平表面上で６０の最小
値および垂直表面上で５０の最小値が自動車用途向けに望ましい。
【００９６】
　接着性－０～５の接着性は、試験方法ＡＳＴＭ　Ｄ３３５９に従って測定した－少なく
とも４Ｂの格付けが受け入れられる最小値である。
【００９７】
　耐チップ性は、硬い物質、最も一般的には、通過する車の車輪によって車両に向かって
投げられる、またはロッカー・パネルの場合には同じ車の車輪によって車に向かって投げ
上げられる、石または砂利の衝撃からの物理的損傷に耐えるコーティングシステムの能力
を測定する。耐チップ性は、グラベロメーターを用いて測定し、試験方法ＳＡＥ　Ｊ－４
００に記載される手順に従い、少なくとも５の格付けが受け入れられる最小値である。
【００９８】
アクリルポリマー＃１の製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えたガラスフラスコに
、１３４７グラムの酢酸アミルおよび１４７．５グラムのキシレンを加えた。この混合物
を攪拌し、加熱還流した。２４０グラムのスチレン、２４０グラムのブチルメタクリレー
ト、９６０グラムのＴＯＮＥ（登録商標）Ｍ－１００、９３６グラムのイソトリデシルメ
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タクリレート、２４グラムのアクリル酸、および３６グラムのＶＡＺＯ（登録商標）の混
合物を４時間にわたって加えた。この添加が完了した後、次に混合物を３０分間撹拌し、
９６グラムの酢酸アミル中１２グラムのＶＡＺＯ（登録商標）６７の混合物を２０分間に
わたって加えた。反応物を還流にさらに２時間保持し、次に室温に冷却した。
【００９９】
　分子量は１３，８５４であるとＧＰＣによって測定され、粘度は２６℃で１２６センチ
ポアズであり、全体固形分は６０％であった。
【０１００】
アクリルポリマー＃２の製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えた５リットルのガラ
スフラスコに、７０１．８グラムの酢酸アミルおよび８２．６グラムのキシレンを加えた
。この混合物を攪拌し、加熱還流した。６０．３グラムのキシレンおよび５６７．５グラ
ムの酢酸アミルの混合物中の２３２．４グラムのスチレン、２３２．４グラムのイソブチ
ルメタクリレート、９０７グラムのイソデシルアクリレート、９３０．２グラムのＴＯＮ
Ｅ（登録商標）Ｍ１００モノマー、２３．２グラムのアクリル酸および６２．９グラムの
ＶＡＺＯ（登録商標）６７の混合物を２７０分間にわたって加えた。この添加が完了した
後、追加の１１２．９グラムの酢酸アミルを加えた。混合物を室温に冷却した。
【０１０１】
　生じたポリマー溶液の重量固形分は５９．０％であり、２５℃で測定されたガードナー
－ホルツ（Ｇａｒｄｎｅｒ－Ｈｏｌｄｔ）粘度はＢ＋１／２であった。ＧＰＣによって測
定したときに、ポリマーの重量平均分子量は１１，１９０であり、多分散性は２．９１で
あった。
【０１０２】
アクリルポリマー＃３の製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えた５リットルのガラ
スフラスコに、６６６グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００を加えた。この混合
物を攪拌し、加熱還流した。バッチを還流に維持しながら、３１グラムのＳＯＬＶＥＳＳ
Ｏ（登録商標）１００中の１４７３．８グラムのｎ－ブチルメタクリレートと９８２．５
グラムのヒドロキシプロピルアクリレートとの混合物を１８０分間にわたって加えた。８
９．５グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００中の１５．９グラムの過酢酸ｔ－ブ
チルの別個の添加を１９５分間にわたって同時に加えた。添加が完了した後、２２０．５
グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００を反応混合物に加えた。次に反応混合物を
還流にさらに４０分間保持した。生じたポリマー溶液の重量固形分は６９．４％であり、
２５℃で測定されたガードナー－ホルツ粘度はＺであった。ポリスチレン標準を用いるＧ
ＰＣによって測定された、ポリマーの重量平均分子量は６，４８５であり、多分散性は１
．９９であった。
【０１０３】
アクリルポリマー＃４
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えたフラスコに、１７
５８．６グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００を加えた。溶媒を加熱還流した。
７０３．４グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００中の７０３．４グラムの１，６
－ヘキサンジオールジアクリレート、３０３３．６グラムのイソボルニルアクリレート、
６５９．５グラムの２－ヒドロキシエチルメタクリレート、および４４グラムの過酢酸第
三ブチルの混合物を、３００分間にわたって加えた。添加が完了したとき、反応物を還流
にさらに３０分間保持し、次に８８５．３グラムのエプシロン－カプロラクトン、４１２
．２グラムのＳＯＬＶＥＳＳＯ（登録商標）１００、および３．０グラムのジブチルスズ
ジラウレートの混合物を３０分間にわたって加えた。反応物を次に還流にさらに３時間保
持した。混合物を次に室温に冷却し、取り出した。生じたポリマー溶液の重量固形分は６
５．８％であり、２５℃で測定されたガードナー－ホルツ粘度（ＡＳＴＭ　Ｄ１５４５－
９８）はＸであった。ＧＰＣによって測定された、ポリマーの重量平均分子量は３７，６
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９０であり、多分散性は１１であった。
【０１０４】
アクリルポリマー＃５の製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えたフラスコに、２９
６３グラムの酢酸アミルおよび３２４．５グラムのキシレンを加えた。この混合物を加熱
還流した。７９２グラムのスチレン、５２８グラムのブチルメタクリレート、２６４０グ
ラムのＴＯＮＥ（登録商標）Ｍ－１００、１２１４．４グラムのブチルアクリレート、１
０５．６グラムのアクリル酸、および５５グラムのＶＡＺＯ（登録商標）６７の混合物を
、４時間にわたって加えた。添加が完了したとき、反応物を還流にさらに３０分間保持し
た。２１１．１２グラムの酢酸アミル中１７．６グラムのＶＡＺＯ（登録商標）６７の混
合物を２０分間にわたって加えた。添加が完了したとき、反応物を還流にさらに２時間保
持した。混合物を室温に冷却し、取り出した。生じたポリマー溶液は無色透明のポリマー
溶液であり、６０％の固形分含有率および２５℃で４５４センチポアズのブルックフィー
ルド（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ）粘度を有した。ポリマーは、４９，１７３Ｍｗ（重量平均
分子量）および５，８６６Ｍｎ（数平均分子量）を有した。
【０１０５】
ミクロゲル樹脂の製造
ポリ１２－ヒドロキシステアリン酸の製造
　攪拌機、温度計、充填塔、デカンター、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備
えた５リットルのガラスフラスコに、１７７７グラムの１２－ヒドロキシステアリン酸、
２５０グラムのトルエンおよび５．１グラムのメタンスルホン酸を加えた。この混合物を
攪拌し、１８０℃の最高温度に加熱した。水を、３３～３５の酸価に達するまで除去した
。この時点で、反応混合物を１２０℃に冷却した。次に１．８グラムの４－第三ブチルカ
テコール、９．５グラムのトルエン、２１４．７グラムのグリシジルメタクリレート、７
．１グラムのＮ，Ｎ－ジメチルドデシルアミンおよび７９．３グラムのＳＨＥＬＬＳＯＬ
（登録商標）Ｄ３８をフラスコに加えた。この混合物を加熱環流し、酸価が２より下にな
るまで保持した。生じたポリマー溶液の重量固形分は８４．２％であり、２５℃で測定さ
れたガードナー－ホルツ粘度はＳであった。ＧＰＣによって測定された、ポリマーの重量
平均分子量は３５８２であり、多分散性は１．５２であった。
【０１０６】
ミクロゲル安定剤の製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えた３リットルのガラ
スフラスコに、５８７．４グラムの酢酸ブチルを加えた。この混合物を攪拌し、９６～１
００℃に加熱した。バッチを９６～１００℃に維持しながら、４１７グラムのメチルメタ
クリレート、３９．２グラムのグリシジルメタクリレート、５４５グラムの上で製造した
ポリ１２－ヒドロキシステアリン酸、２９７．２グラムの酢酸ブチル、２４グラムのＶＡ
ＺＯ（登録商標）６７および３４４．７グラムのＳＨＥＬＬＳＯＬ（登録商標）Ｄ３８の
混合物を１８０分間にわたって加えた。添加が完了した後、反応混合物を９６～１００℃
に９０分間保持した。その後、３．３グラムの酢酸ブチルおよび０．１２グラムの４－第
三ブチルカテコールをフラスコに加えた。この添加の５分後に、８．１グラムのメタクリ
ル酸、１．１グラムのＮ，Ｎ－ジメチルドデシルアミンおよび３１グラムの酢酸ブチルを
一挙に加えた。生じた混合物を加熱環流し、酸価が０．４５未満になるまで保持した。生
じたポリマー溶液の重量固形分は４１．４％であり、２５℃で測定されたガードナー－ホ
ルツ粘度はＧ＋１／４であった。ＧＰＣによって測定された、ポリマーの重量平均分子量
は１８１５５であり、多分散性は２．０８であった。
【０１０７】
ミクロゲルの製造
　攪拌機、温度計、水冷却器、窒素注入口および加熱マントルを備えた５リットルのガラ
スフラスコに、１．０４グラムのＶＡＺＯ（登録商標）６７、１６．３グラムのミクロゲ
ル安定剤、３３．８７グラムのメチルメタクリレート、１８２グラムのｎ－ヘプタンおよ
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窒素で３０分間スパージし、加熱還流した。この最初の装入物を還流に３０分間保持した
。バッチを還流に維持しながら、６４８．６グラムのメチルメタクリレート、６．２３グ
ラムのグリシジルメタクリレート、６．２３グラムのメタクリル酸、１２３．５グラムの
ミクロゲル安定剤、１．５グラムのＮ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン、１１７．６グラ
ムのｎ－ヘプタン、および２２１グラムのＳＨＥＬＬＳＯＬ（登録商標）７ＥＣの混合物
を１２０分間にわたって加えた。同時に、２．２８グラムのＶＡＺＯ（登録商標）６７お
よび８９．１グラムのＳｏｌｖｅｓｓｏ１００を１２０分間にわたって加えた。反応混合
物を次に還流に１２０分間保持した。保持期間の後に、２３．５グラムのｎ－ブタノール
を加えた。その後、１４７．３グラムのヒドロキシプロピルアクリレート、２２１．１グ
ラムのｎ－ブチルメタクリレート、３０．９グラムのミクロゲル安定剤、２６．９３グラ
ムの過オクタン酸第三ブチル、４６．１グラムのｎ－ヘプタンおよび１２９グラムのｎ－
ブタノールの混合物を１２０分間にわたって加えた。反応混合物を次に還流にさらに３０
分間保持し、次に周囲温度に冷却した。生じたポリマー溶液の重量固形分は５０．７％で
あり、ブルックフィールド粘度計を使って２５℃で測定された粘度は６３センチポアズ（
５０ｒｐｍでの＃１スピンドル）であった。ポリマー溶液の粒度は２８７ナノメートルで
あった。
【０１０８】
ジウレア分散系＃１の製造
　５３グラムのベンジルアミンを３０００グラムのアクリルポリマー＃１に加えた、混合
物を５分間撹拌した。４１．７グラムのヘキサメチレンジイソシアネートを一度にこの混
合物に加えた。添加が完了したとき、混合物を８分間撹拌し、そのまま使用した。
【０１０９】
ジウレア分散系＃２の製造
　５３グラムのベンジルアミンを３０００グラムのアクリルポリマー＃２に加えた、混合
物を５分間撹拌した。４１．７グラムのヘキサメチレンジイソシアネートを一度にこの混
合物に加えた。添加が完了したとき、混合物を８分間撹拌し、そのまま使用した。
【０１１０】
シリカ分散系＃１の製造
　９部のＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）－Ｒ－８０５を９１部のアクリルポリマー＃３と混
合した。混合物をサンドミルに入れ、サンドミルによって２回処理した。
【０１１１】
ＧＡＲＡＭＩＴＥ（登録商標）分散系の製造
　プロピオン酸ｎ－ブチル、５４．４０部を、窒素雰囲気下に混合ミルに加えた。７．６
０部のＧＡＲＡＭＩＴＥ（登録商標）を撹拌しながら加えた。２０分間撹拌した後、３８
．０部のアクリルポリマー＃１４を加えた。６０分間撹拌した後、混合物を、ジルコニア
媒体（０．８～１．０ｍｍ）を用いてミルに３回通した。
【０１１２】
プライマー組成物＃１の製造
　以下の原料を、示される順番に好適な混合容器に加えた。全ての量は重量部単位である
。
【０１１３】
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【０１１４】
シルバーメタリックベースコート組成物１～５の調製
　シルバーメタリックベースコート組成物は、表１に示される原料を、示される順番に好
適な混合容器中で一緒に混合することによって調製した。表１に示される全ての量は重量
部単位である。
【０１１５】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１

【０１１６】
コーティング実施例１～５
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
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ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着下塗パネルを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１１７】
　これらのパネルを次にプライマー組成物、ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ
から入手可能な、Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｐｒｉｍｅｒ７０８Ａ０１２４４の層でコートした
。各下塗パネルを次に周囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中１４０℃で３０
分間硬化させた。パネルを次に周囲温度に冷却した。ベースコート組成物１～５を次に、
層の間に周囲温度での１分フラッシュありでパネルに２層で塗布した。パネルを次に周囲
温度で３分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート組成物の１層を各
パネルに塗布し、パネルを周囲温度で１分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）
クリアコート組成物の第２層を次に塗布し、パネルを次に周囲温度で５分間フラッシュし
、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で３０分間硬化させた。
【０１１８】
コーティング実施例６～１０
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着プライマーを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１１９】
　これらのパネルを次にプライマー組成物＃１の層でコートし、周囲温度で３分間フラッ
シュした。ベースコート組成物１～５を次に、層の間に周囲温度での１分フラッシュあり
でパネルに２層で塗布した。コートされたパネルを次に周囲温度で３分間フラッシュした
。ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート組成物の１層を各パネルに塗布し、パネルを周
囲温度で１分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート組成物の第２層
を次に塗布し、パネルを次に周囲温度で５分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で
１４０℃で３０分間硬化させた。
【０１２０】
　パネルを次にＣＦ数およびフロップについて分析した。試験結果を下の表２にまとめる
。
【０１２１】
　　　　　　　　　　　　　　　　表２

【０１２２】
ソリッドカラーベースコート組成物の調製
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　次の原料を、示される順番に好適な混合容器に加えた。全ての量は重量部単位である。
【０１２３】

【０１２４】
コーティング実施例１１
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着プライマーを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１２５】
　パネルを次にプライマー組成物、ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手
可能な、Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｐｒｉｍｅｒ７０８Ａ０１２４４の層でコートした。下塗パ
ネルを周囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中１４０℃で３０分間硬化させた
。パネルを次に周囲温度に冷却した。Ｓｏｌｉｄ　Ｃｏｌｏｒ　Ｂａｓｅｃｏａｔ組成物
の１層をパネルに塗布し、パネルを周囲温度で１分間フラッシュした。Ｓｏｌｉｄ　Ｃｏ
ｌｏｒ　Ｂａｓｅｃｏａｔ組成物の第２層を次に塗布した。コートされたパネルを周囲温
度で３分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳクリアコート組成物の１層をパネルに塗布し、
パネルを周囲温度で１分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳクリアコート組成物の第２層を
次に塗布し、パネルを周囲温度で５分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０
℃で３０分間硬化させた。
【０１２６】
コーティング実施例１２
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着プライマーを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１２７】
　パネルを次にプライマー組成物、ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手
可能な、Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｐｒｉｍｅｒ７０８Ａ０１２４４の層でコートした。下塗パ
ネルを周囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中１４０℃で３０分間硬化させた
。パネルを次に周囲温度に冷却した。Ｅｂｏｎｙ　Ｂｌａｃｋ（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍ
ｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能な、製品コード６４８Ｓ４２７２８）の１層をパネルに
塗布し、パネルを周囲温度で１分間フラッシュした。Ｅｂｏｎｙ　Ｂｌａｃｋの第２層を
次に塗布した。パネルを周囲温度で３分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳクリアコート組
成物の１層をパネルに塗布し、パネルを周囲温度で１分間フラッシュした。ＧＥＮ４ＥＳ
クリアコート組成物の第２層を次に塗布し、パネルを周囲温度で５分間フラッシュし、乾
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【０１２８】
コーティング実施例１３
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着プライマーを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１２９】
　リン酸塩処理パネルを次にプライマー組成物＃１の層でコートし、周囲温度で３分間フ
ラッシュした。パネルを次に、各層の間に１分周囲温度フラッシュありでＳｏｌｉｄ　Ｃ
ｏｌｏｒ　Ｂａｓｅｃｏａｔ組成物の２層でコートした。第２層を塗布した後、パネルを
周囲温度で３分間フラッシュ乾燥させた。クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍ
ｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層を、
コートの間に周囲温度での１分フラッシュありでパネルに塗布した。パネルを次に５分間
フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で３０分間ベークした。
【０１３０】
コーティング実施例１４
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベース電着プライマー（ＤｕＰｏｎ
ｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣｏｒｍａｘ（登録商標）６ＥＤ
）でコートした。生じた電着プライマーを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚を達
成した。
【０１３１】
　リン酸塩処理パネルを次にプライマー組成物＃１の層でコートし、周囲温度で３分間フ
ラッシュした。パネルを次に、２層の間に１分周囲温度フラッシュありでＥｂｏｎｙ　Ｂ
ｌａｃｋ（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能な、製品コード６４
８Ｓ４２７２８）の２層でコートした。Ｅｂｏｎｙ　Ｂｌａｃｋの２層でコートした後に
、パネルを周囲温度で３分間フラッシュした。クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉ
ｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層
を、層の間に周囲温度での１分フラッシュありでパネルに塗布した。パネルを次に周囲温
度で５分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で３０分間硬化させた。
【０１３２】
　ソリッドカラーベースコート組成物についてのＣＦ数測定の結果を表３にリストする。
【０１３３】
　　　　　　　　　　　　　　　表３

【０１３４】
１コート対２コート処理
ベースコート組成物６
　シルバーメタリックベースコート組成物は、原料を、示される順番に好適な混合容器中
で一緒に混合することによって製造した。全ての量は重量部単位である。
【０１３５】
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【０１３６】
コーティング実施例１５～１８
市販のベーキングプライマー上のコーティング
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベースエレクトロコート（ＤｕＰｏ
ｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣＯＲＭＡＸ（登録商標）６Ｅ
Ｄ）でコートした。生じたエレクトロコートを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚
を達成した。
【０１３７】
　これらのパネルを次にプライマー組成物、ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ
から入手可能な、Ｔｉｔａｎｉｕｍ　Ｐｒｉｍｅｒ７０８Ａ０１２４４の層でコートした
。各下塗パネルを次に周囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中１４０℃で３０
分間硬化させた。パネルを次に周囲温度に冷却した。
【０１３８】
コーティング１５（比較）
ベーキングプライマー上の単一コーティング
　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉｒｃｈベースコート（６４７Ａ０１１１としてＤｕＰｏｎｔから入
手可能なポリエステルベースベースコート組成物）の単層を、予め下塗したスチールパネ
ル（上で準備した）上にスプレー塗布した。コーティング後に、パネルを周囲温度で３分
間フラッシュした。クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥか
ら入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層を、コートの間に周囲温度
での１分フラッシュ期間ありでパネルに塗布した。パネルを周囲温度で１０分間フラッシ
ュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で２０分間硬化させた。
【０１３９】
コーティング１６（対照）
ベーキングプライマー上の２層コーティング
　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉｒｃｈベースコート組成物を、予め下塗したスチールパネル（上で
準備した）上に塗布した。パネルを周囲温度で３分間フラッシュし、Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉ
ｒｃｈベースコートの第２コートを塗布した。周囲温度での３分フラッシュ後に、クリア
コート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ
（登録商標）クリアコート）の２層を、コートの間に周囲温度での１分フラッシュ期間あ
りでパネルに塗布した。パネルを周囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直
位置で１４０℃で２０分間硬化させた。
【０１４０】
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コーティング１７
　ベースコート組成物６を、予め下塗したスチールパネル（上で準備した）上に塗布した
。パネルを周囲温度で３分間フラッシュした。クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉ
ｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層
を、コートの間に周囲温度での１分フラッシュ期間ありでパネルに塗布した。パネルを周
囲温度で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で２０分間硬化させ
た。
【０１４１】
コーティング１８
　ベースコート組成物６を、予め下塗したスチールパネル（上で準備した）上に塗布した
。パネルを周囲温度で３分間フラッシュし、ベースコート組成物６の第２コートを塗布し
た。周囲温度での３分フラッシュ後に、クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉ
ｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層を、コ
ートの間に周囲温度での１分フラッシュ期間ありでパネルに塗布した。パネルを周囲温度
で１０分間フラッシュし、乾燥オーブン中垂直位置で１４０℃で２０分間硬化させた。
【０１４２】
３－ウェット下塗パネルの準備
　リン酸塩処理スチールパネルを、陰極エポキシ樹脂ベースエレクトロコート（ＤｕＰｏ
ｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ製のＣＯＲＭＡＸ（登録商標）６Ｅ
Ｄ）でコートした。生じたエレクトロコートを硬化させて２３ミクロンのフィルム塗り厚
を達成した。各パネルを次に３－ウェットプライマー組成物でコートし、溶剤の一部を除
去するために周囲温度で３分間フラッシュした。
【０１４３】
コーティング１９
　３－ウェット下塗パネル（上で準備した）を、ベースコート組成物６の１コーティング
でコートし、周囲温度で３分間フラッシュした。クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗ
ｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能なＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２
層を、コートの間に周囲温度での１分フラッシュ期間ありでパネルに塗布した。パネルを
周囲温度で２分間フラッシュし、９３℃の乾燥オーブン中に垂直位置に置いた。乾燥オー
ブン中の温度を、８分間にわたって１４０℃に上げた。パネルを次に１４０℃に１２分間
保った。
【０１４４】
コーティング２０
　３－ウェット下塗パネル（上で準備した）を、塗布の間に周囲温度での３分フラッシュ
ありでベースコート組成物６の２つのコートでコートした。パネルを次に３分間フラッシ
ュし、クリアコート組成物（ＤｕＰｏｎｔ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可能な
ＧＥＮ４ＥＳ（登録商標）クリアコート）の２層を、コートの間に周囲温度での１分フラ
ッシュ期間ありでパネルに塗布した。パネルを周囲温度で２分間フラッシュし、９３℃の
乾燥オーブン中に垂直位置に置いた。乾燥オーブン中の温度を、８分間にわたって１４０
℃に上げた。パネルを次に１４０℃に１２分間保った。
【０１４５】
　これらのパネルの結果を表４にまとめる。
【０１４６】
　　　　　　　　　　　　　　表４
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　以下に本発明の態様を示す。
１．架橋性成分、架橋成分、少なくとも１つのジウレア化合物および少なくとも１つの層
状ケイ酸塩鉱物を含むコーティング組成物。
２．前記少なくとも１つの層状ケイ酸塩鉱物が、少なくとも１つの第四級アミンで処理さ
れたケイ酸アルミニウム・マグネシウム鉱物を含む上記１に記載のコーティング組成物。
３．前記少なくとも１つのジウレア化合物がベンジルアミンとヘキサメチレンジイソシア
ネートとの反応生成物である上記１に記載のコーティング組成物。
４．溶剤希釈型コーティング組成物である上記１に記載のコーティング組成物。
５．前記架橋性成分が、アクリルポリオールの総重量を基準として少なくとも４０重量パ
ーセントの少なくとも１つの線状または分岐Ｃ８以上アルキルアクリレートモノマーとポ
リエステル延長アクリレートモノマーである第２モノマーとの組み合わせを含むアクリル
ポリオールである上記１に記載のコーティング組成物。
６．前記架橋成分が、メラミン、アミノプラスト樹脂、ポリイソシアネート、ブロックト
ポリイソシアネート、およびそれらの組み合わせからなる群から選択される上記１に記載
のコーティング組成物。
７．ａ）プライマー組成物の層を基材に塗布する工程と、
　ｂ）場合により、溶剤の一部を除去するためにプライマー組成物の層をフラッシュする
工程と、
　ｃ）ベースコート組成物の層を前記基材に塗布する工程と、
　ｄ）場合により、溶剤の少なくとも一部を除去するためにベースコート組成物の層をフ
ラッシュする工程と、
　ｅ）クリアコート組成物の層を前記ベースコート組成物上にウェット－オン－ウェット
塗布する工程と、
　ｆ）実質的に乾燥し、硬化したコートされた基材を提供するために前記基材および塗布
層を６０℃～約２００℃の範囲の温度で６０秒～６０分間加熱する工程と
を含む上記１に記載のコーティング組成物の使用方法であって、
　前記ベースコート組成物が架橋性成分、架橋成分、少なくとも１つのジウレア、および
少なくとも１つの層状ケイ酸塩鉱物を含む方法。
８．プライマー組成物の前記層を、ベースコート組成物の前記層を塗布する前に硬化させ
る工程をさらに含む、上記７に記載の方法。
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